
宝
物
館
か
ら
博
物
館
へ

ロ
シ
ア
の
古
都
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
に
あ
る
人
類
学
民
族
学
博
物
館
は
、
通
称
﹁
ク
ン
ス
ト
カ
ー
メ
ラ
﹂
と

よ
ば
れ
る
ロ
シ
ア
最
古
の
博
物
館
で
あ
る
。
正
式
名
称
は
﹁
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
ピ
ョ
ー
ト
ル
大
帝
記
念
人
類

学
民
族
学
博
物
館
﹂
と
い
う
。
ネ
ヴ
ァ
川
の
ほ
と
り
、
有
名
な
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
美
術
館
か
ら
川
を
挟
ん
で
斜
め
向

か
い
に
あ
り
、
中
央
に
塔
が
そ
び
え
る
緑
色
の
建
物
が
特
徴
的
で
あ
る
。

当
初
は
ピ
ョ
ー
ト
ル
大
帝
の
個
人
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
始
ま
っ
た
。﹁
ク
ン
ス
ト
カ
ー
メ
ラ
﹂
と
い
う
の
は
ド
イ

ツ
語
で
王
侯
貴
族
の
宝
物
蔵
を
意
味
す
る
﹁
ク
ン
ス
ト
カ
ン
マ
ー
﹂
に
由
来
す
る
。
建
物
は
一
七
三
四
年
に
完
成
し

た
が
、
一
七
四
七
年
に
焼
失
、
再
建
さ
れ
た
。
再
建
と
は
い
え
古
都
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
で
も
最
古
の
歴
史
的

建
造
物
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
そ
の
両
隣
に
は
動
物
学
博
物
館
と
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
の
旧
本
部
︵
帝
政
時
代
の
本
部
︶

が
あ
り
、
近
く
に
は
国
立
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
が
広
が
る
。
こ
の
博
物
館
の
周
辺
は
ま
さ

に
ロ
シ
ア
の
学
術
研
究
の
中
心
で
あ
る

ク
ン
ス
ト
カ
ー
メ
ラ
は
珍
品
宝
物
館
だ
っ
た
関
係
で
、
当
初
は
民
族
学
資
料
に
限
ら
ず
、
動
植
物
標
本
や
鉱
物

標
本
な
ど
も
多
数
収
蔵
し
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
各
分
野
の
研
究
の
進
展
に
よ
っ
て
、
動
植
物
や
鉱
物
の
標
本

は
そ
れ
ぞ
れ
別
の
博
物
館
が
創
設
さ
れ
て
そ
ち
ら
に
移
さ
れ
、
ク
ン
ス
ト
カ
ー
メ
ラ
に
は
民
族
学
の
標
本
と
人
類
学
、

解
剖
学
の
標
本
が
残
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
両
者
を
一
括
し
て
保
存
管
理
し
、
ロ
シ
ア
に
お
け
る
民
族
学
と
人
類
学
の

研
究
拠
点
と
す
る
た
め
に
改
組
さ
れ
、
一
八
七
八
年
暮
れ
に
﹁
人
類
学
民
族
学
博
物
館
﹂
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。

ロ
シ
ア
革
命
に
よ
っ
て
帝
政
が
崩
壊
す
る
ま
で
、
こ
の
博
物
館
は
ロ
シ
ア
の
民
族
学
と
人
類
学
を
リ
ー
ド
し
た
。

し
か
し
、
一
九
三
〇
年
代
に
な
る
と
ス
タ
ー
リ
ン
の
粛
正
の
嵐
に
巻
き
込
ま
れ
、
さ
ら
に
そ
れ
に
続
く
第
二
次
世
界

大
戦
で
多
く
の
研
究
者
が
前
線
や
ド
イ
ツ
軍
に
包
囲
さ
れ
た
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
︵
注
：
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
は

一
九
一
四
年
ペ
ト
ロ
グ
ラ
ー
ド
、
一
九
二
四
年
に
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
と
改
称
さ
れ
、
一
九
九
一
年
に
住
民
投
票
に
よ
り

当
初
の
名
称
に
戻
さ
れ
た
︶
の
町
中
で
命
を
落
と
し
た
た
め
に
、
こ
の
博
物
館
の
研
究
機
能
は
大
き
く
損
な
わ
れ
る
。

戦
中
の
一
九
四
三
年
に
民
族
学
研
究
所
の
立
て
直
し
が
始
ま
る
が
、
そ
れ
は
モ
ス
ク
ワ
が
中
心
で
あ
り
、
こ
の
博
物

館
は
そ
の
後
ソ
連
崩
壊
ま
で
ソ
連
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
民
族
学
研
究
所
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
支
部
と
さ
れ
た
。
ソ
連
崩
壊

後
の
一
九
九
二
年
に
モ
ス
ク
ワ
の
研
究
所
か
ら
独
立
し
、
再
び
﹁
人
類
学
民
族
学
博
物
館
﹂
と
し
て
ロ
シ
ア
科
学
ア

カ
デ
ミ
ー
直
属
の
研
究
機
関
と
な
り
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

民
博
に
似
て
い
る
？

こ
の
博
物
館
の
性
格
は
民
博
と
非
常
に
よ
く
似
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
世
界
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
し
た
民
族
学
、
人

類
学
の
研
究
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
も
つ
研
究
所
で
あ
る
と
同
時
に
大
量
の
標
本
資
料
、
映
像
音
響
資
料
を
有
す
る

博
物
館
で
も
あ
る
。
こ
の
博
物
館
の
研
究
部
門
に
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ア
メ
リ

カ
、
ア
フ
リ
カ
、
東
・
東
南
ア
ジ
ア
、
東
ス
ラ
ブ
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ロ
シ
ア
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
コ
ー
カ
サ
ス
、
シ
ベ
リ
ア
、

中
央
ア
ジ
ア
、
南
・
西
ア
ジ
ア
と
い
っ
た
地
域
ご
と
の
研
究
部
と
と
も
に
、
人
類
学
、
考
古
学
、
博
物
館
史
、
政
治
・

社
会
人
類
学
研
究
セ
ン
タ
ー
、﹃
人
類
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
﹄
誌
編
集
部
な
ど
の
分
野
別
の
研
究
部
が
あ
る
。
ま
た
、
博
物

館
の
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
と
も
い
え
る
博
物
館
部
門
に
は
出
版
部
、
展
示
部
、
展
示
案
内
・
教
育
部
、
映
像
音
響
人
類
学

実
験
室
、
保
存
修
復
実
験
室
、
資
料
管
理
部
、
図
書
館
、
古
文
書
館
、
博
物
館
警
備
部
、
情
報
技
術
部
が
あ
り
、
研
究
、

博
物
館
両
部
門
で
一
八
九
人
︵
研
究
者
は
一
二
〇
人
︶
の
正
規
職
員
が
働
い
て
い
る
。

展
示
そ
の
も
の
は
、
古
い
展
示
ケ
ー
ス
を
使
用
し
続
け
、
リ
ア
ル
な
石せ

っ

膏こ
う

の
人
形
に
衣
装
を
着
せ
て
ポ
ー
ズ
を
と

ら
せ
る
な
ど
、古こ

色し
ょ
く

蒼そ
う

然ぜ
ん

と
し
た
一
〇
〇
年
前
の
展
示
が
継
承
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、こ
の
本
質
主
義
的
な
展
示
も
、

展
示
資
料
が
今
や
展
示
さ
れ
て
い
る
社
会
や
民
族
に
と
っ
て
文
化
財
級
の
貴
重
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
た
め
に
、
逆

に
各
文
化
の
特
徴
を
際
立
た
せ
る
働
き
を
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
に
収
集
当
時
の
情
報
と
現
代
に
お
け
る
資
料

の
意
義
を
付
加
す
れ
ば
、
こ
の
展
示
の
も
つ
研
究
と
教
育
上
の
機
能
を
大
幅
に
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

現
在
、
人
間
文
化
研
究
機
構
の
研
究
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
﹁
日
本
関
連
在
外
資
料
調
査
研
究
﹂
と
い
う

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て
民
博
が
中
心
と
な
り
、
ク
ン
ス
ト
カ
ー
メ
ラ
が
所
蔵
す
る
日
本
資
料
の
調
査
が
お
こ

な
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
シ
ー
ボ
ル
ト
を
は
じ
め
と
す
る
江
戸
時
代
に
長
崎
に
来
航
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
収
集

し
た
資
料
が
収
蔵
、
展
示
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
調
査
に
よ
っ
て
シ
ー
ボ
ル
ト
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
知
ら
れ
ざ
る
一
面
の
み

な
ら
ず
、
今
は
忘
れ
去
ら
れ
て
い
る
江
戸
時
代
の
日
本
文
化
の
一
端
も
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
に
よ
っ

て
こ
の
博
物
館
の
日
本
展
示
と
日
本
研
究
が
さ
ら
に
充
実
し
た
も
の
と
な
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

研
究
所
か
博
物
館
か

―
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
の
人
類
学
民
族
学
博
物
館

佐さ

々さ

木き 

史し

郎ろ
う

　
民
博 

先
端
人
類
科
学
研
究
部

ロ
シ
ア
の
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
に
あ
る
人
類
学
民
族
学
博
物
館
は
、

す
で
に
一
四
〇
年
も
研
究
所
と
博
物
館
の
あ
い
だ
を
揺
れ
続
け
て
き
た
。

本
来
、人
類
学
・
民
族
学
に
と
っ
て
博
物
館
と
研
究
機
関
は
表
裏
一
体
の
も
の
で
、

ど
ち
ら
か
が
か
け
て
も
成
り
立
た
な
い
は
ず
な
の
だ
が
。

人類学民族学博物館
（クンストカーメラ）全景

アフリカ展示ホール

南アジア展示ホール 銛を投げるアレウトの男性。
北アメリカ展示より

日本展示の仏壇。下に見える位牌に
は「坪井博士之霊」と記されている
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